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方正日本人公墓が私たちに問いかけるものとは・・・ 

 

――「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」へへののおお誘誘いい――  

 

 1945 年の夏、ソ連参戦に続く日本の敗戦は、旧満洲の「開拓団」の人々を奈落の底に

突き落としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒のなか、飢えと疫病によ

って多くの人たちがハルピン市郊外の方正の地で息絶えました。それから数年後、累々

たる白骨の山を見た残留婦人の松田ちゑさんは方正県政府に、「自分たちで埋葬したい

ので許可してください」とお願いしました。その願いは方正県政府から黒竜江省政府を

経て中央へ、そして周恩来総理のもとまでいき、「方正地区日本人公墓」が建立されまし

た。 

1963 年、まだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない時期、中国政府は、中国人民同

様わが同胞も日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人

開拓民たちのおよそ 5000 人近い人たちが祀られているこの公墓の存在は、未だ多くの

人たちに知られておりません。 

 私たちは、民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって維持管理されてい

る公墓の存在を、多くの人たちに知ってほしい、そして旧満洲における日本国家と日本

人の中国への加害と被害を多くの人たち伝えていこう、国家や民族を超えた民衆レベル

での友愛精神を広めていこうと「方正友好交流の会」を設立しました。ぜひ皆さま方の

ご支援ご協力をいただきたいとお願いする次第です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

個人会費 一口 1,000 円  団体・法人会費 一口 10,000 円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

 

方正友好交流の会 

101-0052 東京都千代田区神田小川町 3-6 日中科学技術文化センター内 

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 Email:ohrui@jcst.or.jp 

郵送振込口座番号 00130―5－426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス http:/www.houmasa.com/ 
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＜＜ごご報報告告＞＞        あありりががととううごござざいいままししたた！！  

前号の 35 号入稿後、2022 年 12 月 3 日以降にご送付いただいた会費及びカンパされた

方々のお名前を以下に記して感謝の意をお伝えします。皆さん、ありがとうございました。

（敬称略、2023 年４月 17 日までの分です） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
東東海海林林次次男男  佐佐藤藤すすみみ江江  藤藤原原作作弥弥  中中島島幼幼八八  奥奥村村信信子子  中中島島茂茂  篠篠田田金金二二  肥肥後後茂茂樹樹    

新新宅宅久久夫夫  阿阿部部則則司司  ささいいたたまま大大宮宮日日中中友友好好協協会会事事務務局局  新新井井孝孝之之  矢矢吹吹晋晋  伊伊藤藤眞眞理理子子  

松松成成亮亮太太  田田崎崎雄雄兒兒  高高橋橋章章  小小倉倉光光雄雄  松松島島赫赫子子  加加藤藤善善夫夫  村村田田和和代代  幸幸田田義義人人    

小小坂坂井井和和夫夫  田田澤澤仁仁  望望月月信信隆隆  竹竹内内良良男男  NNPPOO法法人人ややままななみみ  北北村村栄栄  橋橋本本聰聰  崔崔東東珉珉  

山山口口真真  伊伊藤藤俊俊彦彦  平平沢沢千千恵恵子子  高高橋橋守守男男  田田中中正正昭昭  山山口口榮榮一一  桐桐山山貞貞夫夫  林林秀秀行行    

富富田田英英司司  齋齋藤藤敏敏文文  黒黒木木皆皆夫夫  佐佐藤藤守守男男  大大野野正正夫夫  松松本本莉莉恵恵  三三原原容容子子  村村田田忠忠禧禧  

栁栁澤澤永永一一  塚塚田田恵恵子子  村村山山七七郎郎  山山内内るるりり  田田平平正正子子  柳柳生生じじゅゅんん子子  井井出出亜亜夫夫    

井井上上定定彦彦  十十時時哲哲哉哉  末末広広一一郎郎  中中澤澤道道保保  宮宮城城恭恭子子  伊伊藤藤昭昭  松松﨑﨑直直子子  篠篠原原淳淳子子    

春春日日井井治治  滝滝永永登登  岡岡田田弥弥生生  三三好好鋭鋭郎郎  久久保保田田煕煕  大大島島満満吉吉  高高田田京京子子  牧牧野野八八郎郎  

柳柳瀬瀬文文恵恵  阿阿久久津津国国秀秀  稲稲田田堅堅太太郎郎  團團野野廣廣一一  初初岡岡昌昌一一郎郎  渡渡辺辺芙芙美美子子  玉玉置置啓啓子子  

川川田田明明良良  藤藤井井盛盛  塚塚原原常常次次  馬馬場場永永子子  村村瀬瀬広広  小小玉玉正正憲憲  窪窪田田かかづづよよ  小小林林浄浄子子    

根根田田春春子子  川川合合継継美美  椎椎名名鉄鉄雄雄  高高橋橋甫甫子子  木木村村護護郎郎ククリリスストトフフ  原原紀紀道道  山山中中広広伸伸    

亀亀山山英英雄雄  久久保保和和男男  行行川川清清  竹竹中中一一雄雄  野野崎崎朋朋子子  石石川川尚尚志志  寺寺本本久久子子  広広田田彰彰夫夫    

津津久久井井洋洋  松松村村静静子子  奥奥本本由由利利子子  今今井井和和江江  岩岩間間孝孝夫夫  江江藤藤昌昌美美  酒酒井井武武史史  

武武村村恵恵里里  中中井井詔詔太太郎郎  宮宮武武正正明明  芹芹澤澤昇昇雄雄  大大西西房房子子  依依田田高高明明  片片岡岡祐祐子子  掛掛谷谷敏敏男男  

加加藤藤毅毅  古古海海建建一一  米米濱濱泰泰英英  石石金金楷楷  田田中中澄澄江江  黒黒田田昌昌宏宏  玉玉木木瑞瑞枝枝  伊伊東東秀秀子子    

水水野野恵恵子子  慈慈氏氏周周豊豊  河河野野通通威威  大大津津英英雄雄  新新谷谷陽陽子子  西西岡岡秀秀子子  皆皆川川純純麿麿  南南村村豊豊實實  

及及川川淳淳子子  伊伊原原忠忠・・泰泰子子  宮宮本本邦邦彦彦  黒黒岩岩満満喜喜  湯湯川川誼誼  大大澤澤大大介介  関関明明  原原田田清清治治    

小小柳柳保保征征  山山本本武武  堀堀泰泰雄雄  西西倉倉勝勝  大大久久保保明明男男  楠楠本本路路子子  一一條條三三子子  高高橋橋健健男男    

越越山山ののぶぶ子子  藤藤井井宏宏之之  田田中中益益三三  山山際際清清子子  山山本本義義輝輝  上上条条八八郎郎  岩岩下下壽壽之之  木木村村美美智智

子子  出出口口孝孝樹樹  﨑﨑山山ひひろろみみ  宮宮原原咸咸太太郎郎  滝滝和和美美  早早川川浩浩市市  田田宮宮昌昌子子  植植原原映映子子    

吉吉川川雄雄作作  川川口口憲憲  沼沼﨑﨑麻麻矢矢  岡岡本本洋洋子子  大大森森猛猛  酒酒井井誠誠  田田辺辺実実  渡渡辺辺一一技技  川川村村範範行行  

日日本本中中国国友友好好協協会会千千葉葉支支部部  小小田田淑淑代代  貞貞平平浩浩  石石井井妙妙子子  藤藤村村光光子子  村村田田吉吉隆隆  

星星野野郁郁夫夫  松松元元良良三三  三三輪輪光光佳佳  松松谷谷直直美美  松松田田信信義義  小小池池イイヨヨ子子  木木下下敏敏生生  千千田田優優子子  

今今村村美美亜亜子子  黒黒井井秋秋夫夫  森森中中定定治治  吉吉岡岡孝孝行行  韓韓応応飛飛  原原田田作作  乃乃村村晃晃  

  

≪≪編編集集後後記記≫≫  

  会員及び支援者の皆さんのあたたかいご支援で、36 号もなんとか完成し、お送りできる

ことを喜んでおります。また、寄稿いただいた方々を含め、皆さま、ありがとうございま

した。制作費用の関係で原稿に入っている写真はすべてカラーにできませんでしたが、ご

理解のほどお願いします。 
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方正日本人公墓が私たちに問いかけるものとは・・・ 

 

――「「方方正正友友好好交交流流のの会会」」へへののおお誘誘いい――  

 

 1945 年の夏、ソ連参戦に続く日本の敗戦は、旧満洲の「開拓団」の人々を奈落の底に

突き落としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒のなか、飢えと疫病によ

って多くの人たちがハルピン市郊外の方正の地で息絶えました。それから数年後、累々

たる白骨の山を見た残留婦人の松田ちゑさんは方正県政府に、「自分たちで埋葬したい

ので許可してください」とお願いしました。その願いは方正県政府から黒竜江省政府を

経て中央へ、そして周恩来総理のもとまでいき、「方正地区日本人公墓」が建立されまし

た。 

1963 年、まだ日本の侵略に対する恨みが衰えていない時期、中国政府は、中国人民同

様わが同胞も日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人

開拓民たちのおよそ 5000 人近い人たちが祀られているこの公墓の存在は、未だ多くの

人たちに知られておりません。 

 私たちは、民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって維持管理されてい

る公墓の存在を、多くの人たちに知ってほしい、そして旧満洲における日本国家と日本

人の中国への加害と被害を多くの人たち伝えていこう、国家や民族を超えた民衆レベル

での友愛精神を広めていこうと「方正友好交流の会」を設立しました。ぜひ皆さま方の

ご支援ご協力をいただきたいとお願いする次第です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

個人会費 一口 1,000 円  団体・法人会費 一口 10,000 円 

（口数は最低一口、上限はありません） 

 

方正友好交流の会 

101-0052 東京都千代田区神田小川町 3-6 日中科学技術文化センター内 

電話 03-3295-0411 FAX 03-3295-0400 Email:ohrui@jcst.or.jp 

郵送振込口座番号 00130―5－426643 加入者名 方正友好交流の会 

HP アドレス http:/www.houmasa.com/ 
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今年の１月に入ってからか、長年、本誌を印刷制作している会社がこの３月には廃業す

る、と社長が挨拶に見え、本当に驚いてしまいました。この会社は事務局から数分のとこ

ろにあり、もう 10 数年以上の付き合いです。今の社長は二代目で、彼が社長になる前から

の付き合いです。小さい会社ですが、一階に印刷機械も置き、社長と言っても、社長とし

てふんぞり返っていられるような会社ではありません。 

私の方にはいち早く廃業する旨伝えてくれたようですが、さて次の印刷会社はどうする

か。友人の紹介やインターネットで調べ、三社ほどに合い見積もりをした結果、友人が紹

介してくれた会社に依頼することにしましたが、いつもより編集作業は神経を使いました。

冒頭に記した「36号もなんとか・・・」という意味合いもそんなところにもあるのです。 

かつて本誌を読んだ知人が、「総合雑誌並みですね」と評価してくれたこともありまし

たが、さて本誌をお読みになっていかがでしょうか。 

 木村護郎クリストフさん、川村範行さんの原稿などは、歴史ある総合雑誌に掲載されて

もおかしくない原稿であり、なかなか刺激ある文章ですので、じっくりとお読みいただけ

ればと思います。 

 「星火方正」を発刊する当初は、このような総合雑誌的な性格を持つというか、そのよ

うな余裕があったわけではありませんが、徐々に変化していったというのが実感であり、

しかしこのような変化は編集子にとっては喜ばしい変化だと思っております。 

 本誌には、高知に王希奇さんの「一九四六」展開催に力があった﨑山ひろみさんの人生

が紹介されています。﨑山さんに、満洲での体験などを書いてほしいと依頼したところ、

「もう書く力もありませんが、満蒙開拓平和記念館でお話します」ということをお聞きし、

三沢亜紀さんからの原稿掲載に至りました。 

 ひとつひとつ、掲載した原稿についての言及する余裕はありませんが、ぜひじっくりと

お読みいただき、感想でもお寄せいただければと思います。 

 また、今後もご寄稿を歓迎いたします。しかし、編集方針に合わないものとか、非常に

長い文章などは採用できませんので、その点はご承知おきください。原稿はワードでお願

いします。基本的に本文は明朝で 10・5 ポイント、左右は 30mm で、また長くても 10 頁以

内でお願いいたします。また、プロフィールは３行以内に収めていただきたいと思います。

次号 37号の締め切りは本年、2023年 10月末です。 

 これからもご支援のほど、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

（大類） 

表表紙紙写写真真撮撮影影・・寺寺沢沢秀秀文文 

『星火方正～燎原の火は方正から～』（第 36号）2023年 5月６日発行 

発行：方正友好交流の会 編集人：大類善啓 Email：ohrui@jcst.or.jp 
〒101－0052 東京都千代田区神田小川町 3－６ 日本分譲住宅会館 ４Ｆ 

(一社)日中科学技術文化センター内 電話：03－3295－0411 FAX：03－3295－0400 
郵郵便便振振替替口口座座番番号号  0000113300－－55－－442266664433  加加入入者者名名  方方正正友友好好交交流流のの会会  
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